
　本作品は、江戸時代に実在した海難事件で、無人島
で二十年にわたって生き永らえ、奇跡的に生還した事
件を題材にしたものである。
　船が嵐で遭難して漂流。死の一歩手前で島に漂着
したが、喜んだのも束の間、島は無人島であった。
　彼らは絶望の淵に陥ったが、それでも生きねばなら
なかった。彼らには有能な統率者がいたため、鳥合の
衆とはならず、統率者は、常に生きる勇気と帰還への
望みを与え続けた。そして皆も創意工夫をこらして生
活を営み続けた。
何より彼らは最後まで神の存在を信じ、神がいつか助
けてくれることをひたすらに信じて生き続けた。
　極限状態に置かれた人間の生き残りをリアルに描
写した作品であり、大変に読みやすく、是非世に紹介
したい作品である。
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無人島二十年
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千石船への憧れ
御城米の回漕
穏やかな船出
運命の船出
荒海に舞う
漂　流
島を発見
無人島上陸
島で生きる
重大事態の発生

櫛の歯が欠けるように
巨星墜つ
江戸船漂着
決　断
命を懸けた船出
人の住む島　　
将軍吉宗の謁見
帰　郷
最後の一人
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